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四候畷市田原の地域は、江戸時代中期にこの地方を旅行した貝原益軒の南遊

紀行に次のように紹介されている。 r岩舟より入りて、おくの谷中七八町東に

行けば、谷の内頗る広し、その中に天の川ながる、其里を田原といふ、JlIの東

を東田原と云、大和国也、JlIの西を西田原と云、河内国也、一澗の中にで両国

にわかる、J1!を境として名をおjくす、此谷の南より北に流れ、又西に転じて岩

舟に出で、ひくき所に流れ天の川となる、凡田原といふ所此外に多し、宇治の

南にも奈良の東にもあり、皆山閣の幽谷の中なる虫なり、此田原も其入口は岩

舟のせばき山間を過て、其おくは頗るひろき谷なり、↑合も陶湖日月が桃花源記に

かけるが如し」とあり、まさに別天地の感をいだく地域である。

このたび日本住宅公団により、この白原地域の東部山地一帯を住宅団地とし

ての開発が計画され、開発 つての埋蔵文化財の調査が行われることにな

り、本市教育委員会がこの調査を受持つこととなった。昭和53年度に

の指導を受けつ〉共に全域の分布調査を行い、昭和54年度にはその結果にもと

き開発地北部の戎)11流域一帯を重点とした調査を行った。その結果戎JI!左岸

段丘上には、縄文時代早期のものとみられる遺構と遺物が検出された。このご

とはすでに原始の時代に田原の里に祖先の生活があったことを示し、近畿地方

ない縄文時代早期の遺跡として 目されることになるであろう O

調査に当っては、日本住宅公団はもとより

々等数多くの方々のご指導ご協力をいた J き心から

ある O

をはビめf也元の

を表する次第で
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1.本警は、田保田芸市教育委員会が、昭和53年度~昭和54年度に日本{主宅公団

田原団地建設工事に先立ち、日本住宅公団関西支社より委託を受けて実施

した四保畷市大字下回原840番地他に所在する田原遺跡発掘調査の概要報

告書である。

2. 調査は、昭和53年11月I日に着手し、昭和54年3月31日に昭和53年度調査

事業を、又、昭和54年8月1日に着手し、昭和田年3月31日に昭和54年度

調査事業をそれぞれ終了した。

3. 発掘調査は、教育委員会社会教育課技師・野島 稔を担当者とし、調査補

助員として相松 透、永井英司、森本澄ーがあたった。

出土遺物の整理@実測などについては、野島 稔、相松透、永井英司、

森本j登一、永井蓉子、阪本冨美子、 )I!本三 一色ルリ子、井手恵子、

海上キヨカ、鴨川羊子、 III口文代、井と智子、山口真濯、樋口博子、藤野

三水流、畑中みゆき、植田真紀、松岡俊江があたった O

4. 本書の執筆は、第 l主主~第4輩、第 6章を野島 稔が、第 5章を楼井敬夫

が行なった0

5. 発掘調査の進行、報告書作成などについては、大阪経済法科大学・瀬川芳

則、大阪府教育委員会@井藤徹、東大阪市教育委員会@下村晴文、奈良

県教育委員会@岡崎晋明、財団法人枚方市文化財研究調査会・宇治田和生、

三宅俊隆の各氏から種々の御教示をうけた O 又、調査に際して、心よく大

切な土地を提供していただいた土地所有者@安部武利、東本久枝、田中秀

雄、東山広雄、松本 守、谷村繁雄、橋本寛造、中尾吾 A 、谷村照雄、谷

村利雄、太田美千代の各氏には心から謝意を哀ーする O

6. 発掘調査の進行については、日本住宅公開関西支社・田原宅地開発事務所、

四篠畷市田原開発促進協議会々長・村川円久、下回原区長@中尾雅雄、上

田原医長・寺井正夫各氏には終始懇切なこ協力をうけることができた。記

して厚く感謝の意を表したい。
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田原遺跡発掘調査概要

I 調査に至る経過

田原遺跡は、日本住宅公団が田原地区周辺の既成集落を含め、生活環境を計画的に整備

改善していくとともに、大阪都市圏の住宅困窮者のために健全でかつ良好な宅地と住宅と

を計画的に多く供給する目的として田原団地建設を計画している O この建設予定地内に検

出された遺跡を一般に田原遺跡と呼称する O

昭和50年度に大阪府教育委員会が田原団地建設予定地内の遺跡パトロールを実施され、

又、昭和52年度に間保畷市教育委員会が日本住宅公団関西支社からの依頼により建設予定

地内の遺跡パトロールをそれぞれ実施した。

その結果国道 163号線と市道辰巳谷線の交叉する西側の丘陵に花崩岩で築かれた横穴式

石室 1基を確認することができた O この丘陵は標高 176mから 3本に、東向きに派生する

北端の丘陵中央部に位置している O 出土遺物は不明であるが築造時期は6世紀後半頃と考え

られる O しかし、もしこれが古墳とすれば今後この周辺の丘陵上に数多くの横穴式石室が

検出される可能性がある。

次にこの古墳の東の眼下に流れる戎川と辰巳谷線の交叉する所に角堂橋と呼ばれる橋の

周辺に瓦器椀、土師質皿、布目平瓦が数多く表面採集することが出来た O この橋の名にも

出ている角堂は中世の堂があるのではないかと忠われる。この場所は現在水田になってい

るが約50~60m 四方の水田から上記の土器片が採集することができた。

山の中腹には、花両岩が露出している巨石群が2ヶ所に見ることができる。又、この巨石群

の周辺には花商岩の石垣が築かれている。この石垣は地元で近世に、切り石の残石で石垣

を築いたと云われている O

建設予定地の南端の字八ノ坪には田原城跡が地元の協力により保存されている O

この田原城については第互主義の遺跡の位置と歴史的環境について詳しく述べることにし

たい。最後に建設予定地内全域に約50基以上の炭焼き窯を見ることが出来た。

大阪府教育委員会及び、四f傑畷市教育委員会が発見した土器散布地を日本住宅公団作成

の地図上に印を行ない、この資料をもとに日本在宅公団 e大阪府教育委員会・四候畷市教育

委員会の三者によって協議を行なった O この結果第一次発掘調査はこの土器散布地を中心

に遺跡の確認及び遺構の保存状態を目的に四候畷市教育委員会が調査を実施した O

第2次発掘調査は田原団地建設に係る戎111改修工事予定地内の調査を中心に実施したも
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のである。
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遺跡の

四f傑畷市は大阪府の北東部に位置し、奈良県の県墳にある。田原は四方を山に囲まれた

盆地として夏は四候畷市内より約 l 度~2 度気温が母く住みよい場所で、ある。

田原盆地の中央を北流する天野J11が大阪府と奈良県の境になっている O

大阪府側は四候畷市大字と田原・大字下田原 e 奈良県側は生駒市大字北出原・大字南田

原と呼ばれる地名である O

四候畷市大字上田原。下回原は、生駒山系東北部の山裾に位置し、北端には大阪から奈

良への主要幹線道路の国道 163号綜と地区外南部の阪奈道路にはさまれた南北約 2キロメ

ートル、東部 0.8キロメートル、開発面積約 125ヘクタールの区域の開発である O

田原団地建設予定地と東側に北流する天野JIIとの関には、上田原及び下回原の既成集落

があり、現在人口約lラ400人の小規模な集落である。田原団地建設によって日本住宅公団

の人口計画では3，事00戸約15，000人の人口がこの になっている O

本地l乏の地質は、東部

らなっている。

出源地区に係る

岩の巨石を加工した

日

ものが大阪四天王寺

財考古資料第 7号ーとして

している。

か

があげられる。こ

lメートル・高さ約 0.7メ…ト jレのもので、四

ばれたもので、あり、この右槽と

3月30日に大阪府文化

されている O 又、同境内西側にト三仏がある。十三仏とは死ん

だ人の初七日から三十三凶忌までの十三凶の供養する l枚の板石に刻んだもので、

倉末期から十三仏が始まるといわれている。この十三仏は永禄 8年のもので田原

地区には照涌野田基地内十三仏とあわせて 2基が現存する o 畷)二111アすには

中野共同墓地・南野弥軌寺等合わせて 7基が知られている O

次に上田原正伝寺別棟堂宇に高さ 2メートルの薬師如来が安置されている O この仏像の

胸のふくらみ、全体感、衣紋の滑らかさから見て鎌倉時代初期のものとみている。

この薬師如来は、もと「森福寺と号する上田原所在の真言宗:寺院境内」にあったことが、

天保15年(明細帳に見られ、天文 2年(付の「神道秘事書」の古文書からみ

て戦国期の寺院であった森福寺の薬師如来で、あったことが明らかである。現在は森福寺は

廃寺となっている O 又、正伝寺には両墓告IJがある。死者を葬った場所に墓碑を建て、そこ

を永久に祭りの場とするのを単墓制と呼ぶのに対し、比較的短期間祭りをしただけ

ることもせず¥祭りをするための墓地を別の離れた場所に設けるのを両墓告IJと呼んでいる。

一般に知られている墓地は単墓制である。

" - ;) 一一
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第 1圏 由E裏遺融蝿辺地形遺跡分事官圏

1 .照涌野田墓地(両墓制)・十三仏

2.正伝寺薬師如来

3.森福寺跡

4箇森山墓地(両墓制)

5.住吉神社境内石槽・十三仏 9.巨石群

6.月泉寺墓地五輪塔 10.石垣遺構

7.田原域社 11.石組遺構

8 田原遺跡
(縄文早期・古墳・鎌倉時代)

両墓制を残す所は全国で約70ヶ所報告されている O 大阪では、富田林市、豊能郡田尻、枚

方市津田の 3ヶ所が数えられているのに対し、当市田原地区には、下田原 5ヶ所、上田原

に4ヶ所の墓地があって、月泉寺の五輪塔、卵塔墓地以外はすべて両墓制である O

次に田原城は上田原八の坪に所在する標高178.6mの生駒の第lの山脈の西側に突出した

部分をたくみに利用したもので、現在はこの城に関する文献資料はほとんど見当らないが、
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域構に関連する地名が残されている。その地名と大小字名で「城の下JI門口JI土居の内」

「的場JI矢の石」が地元で呼ばれている。

また頂上部の本丸跡にあたるところに現在住吉大神を分配している館がある O 本丸跡は

南北約26メートル、東西約7メートルの削平地で本丸跡から田原盆地を一望のもとに見お

ろすことができる。又、北は眼下に古提街道で、周囲は谷と川でめぐらし平地との比高差

は約30メートル高くなっている O 本丸跡の南側に「切り堀り」があり「井戸ヶ谷」へと続

く「隠し井戸」と呼ばれる井戸があり、非常用の水利と考えられる。「切り堀り」より西側

の畑地が「二の丸」としての性格をもち、当時の居鮪のあったところと推定されている O

又西南隅に突出した丘陵が「西砦」と考えられる。

田原城は田原対馬守を城主としたもので戦国時代の終り頃に近畿の覇をとなえた三好長

慶の摩下にあった飯盛域の支城としての機能をはたし、やがて織田信長の統ーによって消

滅していったものと思われる。
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調査概要報告

i次発描言問査

日本住宅公団田原団地建設予定地内の分布調査資料をもとに 1~4 地点に幅1~2.5m の

トレンチを24本設定し、地表下~地山面までの土層堆積の観察、遺構有無の確認、遺構の

保存状態の調査を人力において実施した O

第 1地点は分布調査において中世の瓦器椀・土師質皿 e 瓦片等が一番多く採集した、市

道辰己谷線の戎J11と交叉地の角堂橋付近に設定する予定であったが、表土下約30cmで地下

水が湧き出るため、角堂橋の西約130mの水田地に第 l地点として(大字下田原 840番地)

南北に幅 2.0m長さ24mのトレンチ 2本と東西に幅 2.0mのトレンチ 1本の計 3本のトレ

ンチを設定した。

水面西端の南北にトレンチを設定した第 lトレンチの層序は、第 I層耕士、第H層床土、

第盟層は厚さ約20cmの赤褐色砂質土が堆積している O この水田の標高はT.P.144. 30mで、あっ

。
た

第 1トレンチの東約 6mに設定した第 3トレンチの層序は第 1層耕土・第E層白褐色砂

質土・第四層は)享さ約40cmの黒褐色砂質土がトレンチ全域に認められる。この黒褐色砂質

内からの出土遺物としては、終末期の瓦器椀@土師質小皿。羽釜@摺鉢 e 練鉢@

器が出土しており、室町時代の である O

第 lトレンチと第 3トレンチの直交する形で幅 2.0m.長さ 11mの第 2トレンチを設定

した。その結果第 1トレンチで認められなかった室町時代包含層の黒褐色砂質土層は第 l

トレンチと第 3トレンチの中央すなわち、水田の中央部から東にかけて堆積していること

が認められた O この第 2トレンチから、幅20cmX20cn目、 i*さ20cmのPit2ヶ所を検出した。

遺構の検出状況が良好であり、第 2次調査にあ4いて全面発掘調査に切り替えて実施する

定であり、グランドシートを敷き埋め戻し保存した。

第2トレンチで確認した黒褐色砂質土層が東側の一段下った大字下田原 768番地の水田

にまで堆積しているかを調べるために幅 2mのトレンチ 3本を設定したO その結果第 I層

耕土@第E層灰褐色砂質土 e 第盟層灰褐色磯混り層・第百層黄褐色砂質土という基本的層

序となっており、この水田には室町時代の遺物及び遺構は全く検出されなかった。

第 lトレンチにおいてl隔20cm、長さ約 6.5mの竹と長さ約3mの小枝敷が検出したが、こ

の水田はT.P.142.20mで水放けが悪いために近代頃に目かくし施設を行なったものである O

第 2地点は、分布調査において、瓦器椀@土師器・須恵器の散布地として記載されてい

る所であり、生駒山系の谷地形から流れる水は堂尾池の南から流れる水と、上田原レッキ

ス馬術場の方から流れる水が合流する標高T.P.143m~T.P.145m の棚田式に並ぶ水田地に

- 6ー←



'"'畏現開

第 1~第 5 のトレンチを設定した。

標高の高い下回原 889番地の水田地に幅1.5m、長さ 11.5mのトレンチを東西に設定しJ

層序は第I層耕土、第E層床土・第困層褐色砂質土でフ百ック状に灰褐色粘土層を含む、

第百層は黄褐色粘質土となる。

地山の比高差は全く認められない。出土遺物として耕土内から染め付けの磁器類が出土

している。

第 2トレンチは大字下田原 890番地に幅1.5m、長さ 11.0mの東西に長く設定した。水

田面は標高T.P.144.50m で層序は第困層厚さ 10~30cmの黒褐色砂質土が西から東へ傾斜し

ている。この黒褐色砂質土層内から室町時代の土師質小皿、瓦器椀が出土し、第百層の赤褐

色粘質土を遺構のベース面としてPitを検出した。

この第百層の室町時代の遺構ベース面になった赤褐色粘質土は厚さ 30~40cmで、全域に認

められた。第百層内から、縄文時代早期の押型文土器とサヌカイト片が出土した。

第百層下の遺構ベース面は黄褐色細砂質土層でベース面は凹凸が著しくトレンチでは縄

文時代早期の遺構は検出されていないが、第 2次発掘調査の全面発掘調査において検出さ

れる可能性は大きい。

出土した押型文土器は薄手の楕円文を刻む施文原体を、外面に一定した施文方向をもたず

に全面に回転押捺文様をした破片である。

現在北河内で発見されている縄文時代早期の遺跡として、交野市神宮寺遺跡、枚方市穂

谷遺跡、大東市寺川があげることができるが、近畿地方の数少ない縄文時代遺跡を考える

上で田原遺跡の縄文式土器は貴重な資料であると考えられる。

第 3トレンチは大字下田原 891番地の三角形を呈する水田地に幅1.5m、長さ4.30mの

トレンチを設定した。

その結果、第困層は厚さ約10~20cmの暗褐色砂質士、ブロック状に厚さ 10cm程度の白褐

色細砂・褐色細砂・暗褐色砂層を含み、第百層は厚さ 50cmの黒褐色磯混り砂層が堆積して

いる。このトレンチにおいては第 2トレンチにおいて検出した縄文時代包含層の赤褐色粘

質土層、及び室町時代包含層黒褐色砂質土層は全く検出することはできなかった。

第E層から砂層がブロック状に堆積しているのは流れ込みによる堆積と考えられる。又、

このトレンチ内からの出土遺物は見い出すことができなかった。この調査地の南側に流れ

る戎川が両谷聞から流れる合流地近くにあるために幾度となく地形を変え堆積したものと

考えられる。

第4トレンチは大字下田原 892番地の水団地に幅1.5m、長さ 6mのトレンチを設定、

水田面は標高T.P.143.30mを計る。

層序は第困層に厚さ約10cmの白褐色砂質土、第N層は厚さ 2~10cmの白色砂層、第V層
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さ10cmの褐色細砂層、第百層は厚さ 10~20 cmの褐色砂質土、第vn}吾灰褐色粘土、第

Y証 しでわり は西から東へと傾斜し、特に地山面は約50cmの比高

られた。

このトレンチの地山直上において、室町時代包含層の黒褐色砂質土層が検出したが出土

遺物は全く認められなかった O

第噛層よりと層においての砂層は戎川が中世以降に氾濫した流れ込み堆積と考えられ

るO

第 5トレンチは大字下回原 893番地の水団地に幅1.5m、長さ 13.5mのトレンチを設定

水田面は標高T.P.143.0mを計る。

層序は第酉層厚さ 第 さ約30cmの灰褐色砂質土で¥第百

層上面と第四層下面に臼褐色砂がブロック状に含まれている。第V層厚さ約20cmの灰褐色

粘土層が第4トレンチ同様流れ込み堆積層序と考えられる。

トレンチ内からの出土遺物を見い出すことはできなかった O

第 3地点は分布調査にわいて土師質血、須恵、器の散布地として記載されている所であ

るO 第 3地点、は戎川ーと流の右岸の水田地標高T.P.146.80mの水田地に 4本のトレンチを

第 lトレンチはi幅1.5m、長さ 13.0mのトレンチを設定第 1層耕土、第五

@第盟!翠厚さ約20cmの黒灰色シルト様、第N層厚さ約20cmの収緑色シルト}習で、この水田iま

になっており、又、戎J11上流の右岸と合わせて水放けの惑い水聞で、あった。

第四層下に<t125mrnの陶管が検出され地主の東山広雄氏の教示によると、水放けが悪い

を埋設したとの事であった。

第 lトレンチの西側に|嬬 2m、長さ 23mの第 2トレンチを設定、その結果第盟層

において、畦状遺構が検出した O

層が置かれている。畦状遺構は幅20~30cm、高さ

遺構はトレンチ内に13本南北に されている。日本の間隔は、約1.4mの等間隔であ

り、遺構検出面において染め付け磁器、及び天目茶椀が出土している。

出土した土器から近世に排水を考えた施設と考えられる O

第 3トレンチは第 2トレンチの西側水町に、幅1.5m、長さ 28.60mのトレンチを設定、第

盟層浮き 20~30cmの赤褐色砂層でトレンチ東側にわいて、この赤褐色砂層を切り込んで赤

褐色粘土及び灰褐色砂層が堆積している。東に進むにつれて耕土下で灰褐色砂層、褐色紙

、白褐色砂層、茶褐告砂質土)吾、黒褐色砂層、赤褐色粘土層等の砂、粘土が交互にブロ

ック状に含まれ、 JIIによる流れ込み堆積である O

第4トレンチは生駒山系の山裾に、 l幅 .5m 、長さ 12.8mのトレンチを設定した。層f子

は、第盟層赤褐色粘土で厚さ約20cmの堆積で、第NJ，百は白褐色砂質土、第V層は褐色粘土、
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第百層は黄褐色粘土で地山に達する。第田層の赤褐色粘土層が大字下回原 890番地の第 2

トレンチで検出した縄文時代早期の包含層に類似しているが、土器、石器等の出土がなか

った。

第4地点は、分布調査において、土師器、須恵器の散布地として記載されている所であ

る。場所は、大字上田原八の坪の田原城跡の南側を通る里道を進む最奥地、奈良県と大阪

府の県境にあり、谷間地形の荒地に 9本のトレンチを設定した。

この第4地点では、 9枚の棚田式に並ぶ水田地及び荒地であって、冬期には短時間しか

直射日光を浴びることが出来ない場所である。

棚田式に並ぶ水団地東側より順次にトレンチを設定した。

第 1トレンチは標高T.P.176.60mの水田士也に幅1.5m、長さ 8mの第 lトレンチを設定

した。)扇序は第 1層耕土・第E層)享さ約30cmの褐色砂質土、第E層)享さ約20cmの褐色粘質

土が堆積し地山となる。第 Iトレンチからの出土遺物を見い出すことはできなかった。

第 2トレンチは第 lトレンチの西側 2枚目の水田に幅1.5m、長さ 8.5mのトレンチを

設定した。層序は第困層厚さ約60cmの褐色砂質士、第百層は厚さ 30cmの黄褐色砂混り層が

堆積している。トレンチ西側で幅 3.8m 深さ 25cmの溝状遺構が検出した O 又トレンチ東端

で花両岩の石組遺構が検出した。この石組は先にも述べた溝状遺構の肩部に置いているも

のである。

第 3トレンチは標高T.P.177.70mの荒地に幅1.4m、長さ 6.2mの東由i1jr古]にトレンチ

を設定した。層庁;は第 E層褐色砂質士、第醒層厚さが，]30cmの赤褐色粘質士、第lV層は)手さ

約20~30cmの灰褐色砂質土が堆積している。第 lV層内から拳大の花崩岩が検出した O

又、地山直上において花岡岩の石組遺構が検出した。右組の北側には校木を堰;伏に置い

たものでトレンチの A 部で確認することができた。第 2次調査以降の全面発掘調査で全容

を明らかに Fる。第困層から土師質小皿、瓦質土器、指鉢、須恵器が出土している。

第4トレンチは標高T.P.178.30mの荒地にI幅2.5m、長さ 5mのトレンチを東西方向に

設定した。!語序は第由!民厚さが120cmの黄褐色粘質士、第百層は厚さ20cmの赤褐色細砂層が

堆積し、第lV層 Fの赤褐色粘土層幅40cm、採さ 15cmのU字状の講状遺構を検出した O

溝状遺構の;堆積は黒灰褐色砂層で中には、サクラ技木を敷きつめたもので、水路排水

施設と考えられる O 又、i'J専;1犬遺構中央部に幅1.8mi菜さ 25cmの落ち込み状遺構が検If，した。

遺構中央に!幅60cmの花尚岩が置かれており、中から瓦片が出土した。又、 j議状遺構周辺か

ら3ヶP!TのPitも合わせて検出した。

第 5トレンチは標高T.P.189.30mの荒地に幅1.5m、長さ 11.Omの東西方向にトレンチを

設定した。層序は第 I 層表土、第 H 層床土、第E層は厚さ約20~40cmの灰掲色砂質士、第

lV層は厚さ約20cmの時二褐色砂質一土で地山に達する。第困層内から土師質小盟口縁部、第四

-1l~ 
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層内から瓦片がそれぞ、れ出土している。

第 6トレンチは標高T.P.189.80mの荒地に|幅1.5m、長さ 5.3mのトレンチを設定した。

層序は第 I層表土、第E層Jj(褐色砂質土、第E層内に褐色砂層がブロック状に入り込んで

いる。第四層は灰褐色細砂、第N層褐色磯混り層、第V層青色シルト層である O

第E層内から、土師質盟、磁器が出土している。

第7トレンチは標高T.P.181.80mの荒地に幅1.5m、長さ 6mのトレンチを設定、層序

は第 H 層厚さ約15~20cmの灰褐邑砂質土、第困層は厚さ約15cmの臼褐色細砂、第N層青灰

色砂層で地山に達する。第E層内から磁器、土師質皿、瓦片、第匝層内から砥石がそれぞ

れ出土している O

第8トレンチは標高T.P.182.30mの荒地に幅1.5m、長さ 8mのトレンチを設定した。

層序は第 7トレンチと同様で、あるが、第E層内に赤褐色砂質土、臼褐色砂層、赤褐色砂蝶

層がそれぞれブロック状に入り込んで、いる O

出土遺物は第匝層内から土師質小皿が出土している O

第9トレンチは標高T.P.186. 60mの今回の調査地の最西端の荒地に幅l.Om、長さ 16m

の東西方向にトレンチを設定した O

層序は第由層以褐色砂質土でブロック状に褐色砂層及び、黒灰褐色砂質土層が入り込んで

いた O トレンチ西側で幅1.1m、深さ 25cmの溝状遺構が検出し、遺構内には緑灰色粘質土層

及び黒灰色砂質土層が堆積していた。又トレンチ中央部には幅1.8mの円形を呈すると思

われる落ち込み状遺構を検出した。遺構内から花崩岩の石14嗣検出した O この花尚岩は一

部焼けていた O 又、土師質小皿、瓦、磁器が出土している。

第4地点が検出したj毒状遺構 e 落ち込み状遺構等の遺構は、出土遺物からみて、室町時

代~近世に至るものと考えられるが、今後の全面発掘調査において明確に時代決定される

と思われる。

第 2次発掘調査

第 2次発掘調査は、日本住宅公団が田原団地建設に係る戎川改修と市道辰己谷線の路線

変更地を中心に第 l次調査が検出した遺構及び出土遺物のあった場所の全面発掘と戎川改

修ルート及びその周辺の水田に54本のトレンチを実施した。(第 3図参照)

本概要報告書にむいては、調査断面図をすべて図化することは不可能であり、日原団地

建設に伴なう調査完了時の報告書に挿入するものである。

ここでは、調査において検出した遺構遺物について報告し、 トレンチ部の調査結果は本文

中に簡単にまとめて報告するものとする。

市道辰己谷線と戎川との交叉地の角堂橋の西120mの生駒山系東傾斜面山裾の標高T.P.144

mの水田地に幅 5mトレンチを設定したところ、地表 F50cmに土壊状遺構が検出したため、

ー は ー



この水田を全面発掘に切り存えて行なった。この水団地において検出された遺構は土壊状

遺構 3ヶ所、掘立柱建物跡、落ち込み状遺構等が検出した。

土壊状遺構(第4図ー図版 6) 

水田の北端に検出した土壌状遺構は幅東商2.25郎、南北2.45m、深さ約40cmの規模で¥

褐色砂質土層が堆積していた O

土壊状遺構内から土師質l!Il.'羽釜が多量に出土し、又同時に鉄製品 1点も出土している。

土師質小皿出土量の約半数以土が完形品であり、土器形成からみて瓦器椀が共伴しないこ

とから 15世紀前半に属すると思われる。

掘立柱建物跡(第4図・図版2) 

土墳状遺構と落ち込み状遺構の中間に掘立柱建物跡が検出した O

検出されたPitからみて 2間X3間の掘立柱建物で長軸は南北方向

Pit内からも土師質小皿が出土し土壊状遺構とi司時期のものである O

落ち込み状遺構(第 4図・図版 2~ 4) 

られていた。

掘立柱建物跡の南側IJに検出した落ち込み状遺構はこの水田地より南側の里道にまで広が

るが隣接農耕地への影響を十分配慮して調査グリット を行なった。

調査グリットで検出された落ち込み状遺構の規模は幅11.6m、肩部からの深さ 2.6mを

検出した。落ち込み状遺構内の層序は第 6 層厚さ約20~~60cmの淡褐色紗質土@第 7 層 }!J さ

30~40cmの青白色砂層@第 8 層

及び白褐色砂層がブロツ白ク状にそれぞれ堆積している O 第9層はブロック状に

土が第10層では)享さ 40cmの青灰黒色砂質土@議11層厚さ 20cmの赤褐色砂i4t-=f二(腐蝕土)

!扇厚さ 20~60cmの赤褐色砂質土@淡黒褐色砂質土がそれぞれ堆積し、第13層は厚さ 70Clll の

淡黒褐色砂層@第14層は落ち込み状遺構の肩部に約10cmの e 第四層の最下層は

さ35cmの臼褐色砂粒層が、それぞれ堆積している。

耕土は標高T.P.144.30mで、落ち込み状遺構最下層の地以j面はす.P.140.6品mで、耕土下

3.64mで地山に達する。

次に各層序からの出土遺物としては、第 7層から

瓦ZZ土器、第10層から土小皿、瓦器椀(第9

羽釜、摺鉢、ねり鉢、瓦等が多量に出土している。

第 9層から土富市質ノト皿、

瓦器皿(第9[刃

第11層は羽釜が出土し、 l司-)認内にi幅60cmの大木が検出した。

第四層は羽釜@摺鉢、第13層は、羽釜が出土している O この層内は腐蝕で幅50Clllの大木 l

本と多量の樫の葉が出土している。

第15層、最ド層より羽釜匂須恵器口縁部が出土した。又、第10層の出土遺物面には、花同

岩の石組遺構(図版 6)が検出した。
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100 ¥/ V 守 ス:1ß~，... ゆ M 1 5c 黄褐色砂質土(磯混り) 12 淡黒褐色砂質土
5d 黄褐色砂質土(砂粒混り) 13 淡黒褐色砂層。 で〆 6 淡褐色砂質土 14 青褐色砂層(やや部分的に砂層)
7 青白色砂層 15 白褐色砂粒層

150cm 

第4図 落ち込み状遺構及び土壌状内出土遺物平面実測図
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遺構の規模は、 l福6.5m の円形を呈する落ち込みでその中に40~ 100 cmの花商岩をPl形

に置いている O 又、円形に置かれた石組の中央:に幅 100cm、j奈さ 30cmの円形の穴を掘り込

んでわり、石組の井戸状遺構とも考えることができる O

この落ち込み状遺構の上限は出土遺物か 6みて、 12世紀の中期~後期とすることができる。

ち込み状遺構が埋められた時期は、落ち込み状遺構北側の肩部から北に 5.5mの

所にPit及び¥落ち込みが検出している。

断面観察からみても落ち込み状遺構の上層の 茶褐色砂質土が、落ち込み及びPit内

に堆積している O

又落ち込み肩部から羽釜及び瓦器椀(第9図 61 ~66) が出土している O この瓦器椀は終

末期の瓦器椀であり、時期的には14世紀代とみることができる。

この落ち込みを切り合うように検出した掘立荘建物跡及び土壊状遺構には、先にも述べ

たように瓦器椀を全く含まれておらず¥又、 j認序からみても落ち込み及びPitiJ}埋められた

後の第 4層褐色砂質土である。

以とのことをまとめると、大雑把に落ち込み状遺構が12世紀中期~後期につくられ、 13

世紀に堆積している。

落ち込み及びPitは に、掘立柱建物跡及 15世紀に推定

したい。

(第 5図下段)

次に大字下田原 840番地の水田地の全面発掘調査地で第一次発掘調査の第一地点、におい

て検出したPit2ヶ所と第E層の黒褐色砂質土の遺物包含層の堆積地の全面発掘調査で、あり

ます。幅23mX 6mのグリットを設定して調査を設定した O

区画設定は東西の中心を Cラインとして 1m区画で東から、 Aライン、 Bラインと横軸

を命名し、南北縦軸は北端から 1m毎に算用数字の01、位、 03…・・.023をあてて区画を

定した O 調査区東端の Aラインの基本層序は第一次調査と同様上から第 I層耕土、第E層

床土、第盟層黒褐色砂質土が堆積している O

調査区12ラインで、約30cmの地山北高差が認められた O 検出された遺構は、第 5図下段に

示したように調査区東側の Aラインと Dラインに議状遺構が、 Bライン、 Cラインと 012

ポイント ~016ポイントに Pit群が、 E ライン 03ポイント-"05ポイントに土墳状遺構がそれ

ぞれ検出された。

A ラインに検出した溝状遺構は、推定で幅約~ 1.2 m 、長さ 11.Om、深さ約20cmを測

る断聞はU字状を呈している O

は、 T.P.143.70mで底面での南端と二!と端との比高差は約15cmで、全体に北

から i市に少しではJうるが傾斜している。覆土は黒褐色砂質土層であり、出土遺物は高台を

全くもたない瓦器椀、土品iii賢一小皿、羽釜、摺鉢、練鉢がそれぞれ出土している。

。。



又、 D ラインの03ポイント ~Oll ポイントに検出した溝状遺構は、幅60cmで、 011 ポイン

トにおいて東に曲がる形で険出した O

遺構肩部は標高T.P.143.80mで底面での南端と北端との比高差は約10cmで、全体に北か

らJljに少しではあるが傾斜している。覆土は黒褐色砂質土層で出土遺物は、土師質小皿が

出土している O

Pit群については、合計百ヶ所のPitが検出し、 Pit肩部は標高143.70mで¥深さ約10cm前

後であった。 Pit内から小片であるが、土師質小皿、瓦器椀がそれぞれ出土している O 検出

された各遺構の深さは10~15cmで、あまりなく、耕土及び床土内から近世の陶器片が数点出

土していることから以前に削手されたと思われる。各遺構の時期は貼り付け高台をもたな

い終末期の瓦器を共伴することから、 14世紀代と推定している O

縄文時代阜期遺構(第 5図~第 8図・図版 7~ 8) 

大字下回原 8宮O番地の水田地の全面発掘調査地で、第 l次発掘調査の第 2地点第 2トレ

ンチで出土した縄文時代早期の押型文土器とサヌカイト片が出土した場所の全面発掘調査

である O

第 l次発掘調査でも述べたように第 2地点第 2トレンチ以外の第 lトレンチ第 3トレン

チ~第 5トレンチにおいては全く縄文式土器及び石器が出土しなかったが、大字下田原朗O

番地と北側の大字下回原 854番地の水田には縄文式土器、石器が出土した。すなわち日本

住宅公団田原団地建設予定地内においては、上記の 854番地と 890番地の 2枚の水田のみ

縄文時代早期の土器、石器が出土している。

縄文時代早期の出土した水田は戎川の北側に隣接するものであり、下回!京 889番地~下

回原 893番地の 5枚の棚出式の本田地である。水田地の標高は下田原 889番地はT.P.145

m 、 下回)京 8宮O番地はT.P.144.50m、下田原 891番地はT.P.143.50m、 ド田原 892番地は

T.P.143.30m、 ド田原 893番地はす.P.143.0mをそれぞれ計る O

戎川の水面は、 T.P.142.50mを計り、現在の川筋は」部コンクリートによって堰を設け

て水量を調節しているが、縄文時代~中世に至る時期の戎川の流れは、下田原 890番地南

側の位置の戎J11は全く変わっていないが雨量の多い時には下回原892番地、及び下回原田3

番地においては、第 1次発掘調査の断面でも明らかなように氾濫による堆積が数回にわた

って認められた O すなわち、下回原加O番地及び、下回原 854番地等の場所は、縄文時代

早期の人々にとっては、洪水の危険の少ない比較的高燥な地点にあることがわかる。西側

及び南側については、生駒山系の山々が続き、南側には谷間から流れる水があり、縄文時

代の狩猟生活には絶好の場所であったに違いない。

縄文時代早期の押型文土器及び石器出土地の基本層序は、第 7図に示したように、第 I

層耕土、第H層床士、第臨層黒褐色砂質土、第百層赤褐色粘質土、第V層暗褐色砂質土、

-19 
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黄褐色細砂質土となっている。第彊層内から土師質小皿、瓦器椀、羽釜、摺鉢が出土して

いる。第lV層の赤褐色粘質土上国を遺構ベース面となっている。第四γ)吾の赤褐色粘質土か

ら縄文時代早期の押型文土器が出土した O 第V層l立、縄文式器及び、石器類が全く含まれ

てむらず地山であると考えられる O 第V層土面が縄文時代の生活面であるが、第 7悶の断

面図を見てもわかるように地LlJ面が四国を呈しごいる。

T.P. 
14400m 

l耕土 2床土 3黒褐色砂l:ttこと 4赤褐色粘質二t 5褐色砂TTーと

書喜子

次に、第 51当の縄文時代早期遺構の平面実測図を見てもわかるように東側端に検出され

た、東西幅 204m、南北l幅107m、深さ80cmの第 l号落ち込み状遺構と、東西幅 200m、

南北 200m、深さ70cmの第 2号落ち込み状遺構の規模であるが、後者の第 2号落ち込み状

遺構の外側に、拳大の花商岩約 230閣が出土した(第6図・図版 8)出土状況は、落ち

み状遺構の北側については定形化した半円形に近いのに対し南側は散乱して検出されたが、

全体として遺構を取り囲むような石組であると考えられる。この石組の北側に焼け石 (20

X15のほぼ円型を呈する)が出土した。この石組内での炭は全く検出されてむらない。

この調査地区全域から、条痕文の縄文時代の土器が出土しているが、この石組の落ち

み状遺構内から、楕円文と山形文の土器がtH土している。又、石組内からも石器が出土し

ており、この 2ヶ所の落ち込み状遺構は、縄文時代早期の押型文土器を共伴する時期の遺

構である O

先にも述べたように地山面が山を呈しており、第 5図上段において土壌状遺構及び、 Pit

状遺構のように思われる[円みが検出している。深さは10~20cm位で、あり、中には花岡岩の

石が 11田~2 個置いている。これらの凹みは時期的には縄文時代中長月の面であり、

代の遺物以外の土器は全く含まない。

本調査区では、第百層にわいて抑形文土器と条痕文土器、石器を中心とし

物の出土であって、第 8凶で示したように、第2号落ち込み状遺構より北側の方ド

石器が出ている。特に下回原的O番地内の北側に出土している土器は条痕文及び¥過擦文

の土器の出土で楕円文、山形文の土器は含まれていない。土器については、ローリングを

受けてむらず、胎土については楕円文土器は薄手で褐色を呈して、焼成は良好で、あるのに

対し、条痕文二土器及び¥過接文の土器については厚手で¥色調は淡燭色で胎土には角閃石、

金雲母を含む生駒西麓の胎土で、製作されている。
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第I号落ち込み遺構検出の上面から、第11図-76・図版18-76の弥生式土器l点が出土

している O この弥生式土器は、今日畿内第 1様式に分類されるはりつけ突帯に刻み目をも

っ弥生前期の新段階の壷である。この壷は畿内北部に共通する特色をもっ摂津の土器であ

り、今回の出土は 1点だけであったが西側の住宅公団田原団地範囲外に今後出土する可能

性が出てきている O 出土した土器からみてこの田原の他にも地域開の交流が比較的活発に

行なわれていたと思われる。
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親観

今回の調査で出土した遺物l土、縄文式土器、 近世遺物な

N 

ど全面発掘調査を行なった場所からかなりの量にのぼる O 特に大字下田原 890番地を中心

に出土した縄文式土器、石器は縄文時代早期の一括資料として重要なものである O ここで

は亜調査概要報告に従って、出土した遺物を説明することにする O

(第 9図ー-1~55 .図版10

土師器の血は小型のいわゆる燈明血と、中形の血が出土している O 小型の血の一部に油

かすが付着し、燈明血であったことを裏付ける資料も出土している。底部中央がやや上げ

底気味のものと、そうでないものの二種ある。

れも 8cm強で、ある O

土壊状遺構及び、落ち

(第 9 図一時~75 .図瓶13

瓦器は落ち込み状遺構を中心に出土している O 器種は 2点の小llllを除いですべて椀であ

は丸味をもっ る、口径はい

るO ここではタイプ別にう〉けて五克明する。

A (第 9 図 -67~75)

口縁端部は外反する器形を呈し、端部内面には 1本の沈線がめぐる高台は断面が三角形

を呈するものと台形を呈するものがある。高台の貼り付けは比較的しっかりしており、内

@外面に暗文を施し、見込み部に連続輪;伏文をもっ O 下関原 746番地落ち込み状遺構出土

B (第 9図的、 65

口縁端部内面には l本の沈線がめぐる、高台は退化してわずかに残存するが高台として

の役を果すものは少ない。高台は断固三角形を呈する O 位、 66は、外面にわずかな時文を

もっ、 66は見込み部に連続輪状文をもつが、 62、65は全く連続輪状文をもたず暗文だけが

施されている O 下回原番地溝状遺構出土

c (第 9 図 -57~58、、 63~64)

品台 に退化したもので¥口緑端部は丸味をもっ るものである。内面には、

粗くてうすい螺施形の時文がめぐる。 下回原 746

(第 9図-59

わずかに外反する口緑部をもっ、口縁端部は角張って終わる O 見込み部にヘアピン形の

暗文をもっ O 全体にヨコナデで丁寧に仕上げて凶いる O 落ち

(第10図-76

76・78は2王宮で薄手で内面に 7条j薄が施している。又、 77はやや厚手の備前焼で内面に

n
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6条溝が施している。

羽量産 (第10区)-79.

にわず、かに内面 るもので、ある。

胎土は粗い砂粒を多く

滋(第10図--80-~82 命

土師質で、口縁部は内反する O 口縁端部は外側に折れまげるもの80と口縁部が内反して

丸く終わるもの81. 82で、鍔はほぼ水面につくられている。内面は横ナデで、仕上げている。

調整 c(第10図 83・図版

やや内傾する口縁部で端部が角張って高冬わるもので鍔は上向きにつくものである

羽議 。(第油国一部 .86

いづれも瓦質で、内傾する口縁部のタト{P，IJに3. 4本の稜をもつものである。

口縁端部は面をつくって議冬わる。

85は、腹部の破片で¥ をハケ呂

88は、鍔より下の外面をヘラ削り

は仁向きのものがある。事!?より

者

45 

している O

く

はほ

している。

なもの86. 87と85. 88 

によって になっている o 46は績断面が

を呈し、うち← -u五がf吏用によって平滑になっている o 47 形を皇し、

うち西面とも使用によって平滑になっている。 使用面の一部及び側面 している。

48は横断面が四角形を呈し、うち四面とも使用によって平滑になっている。却は横断面

を呈し、うち三国が使用によって平滑になっている。 50は横断面が四角形を号し、

によって平滑になっている O

その他の建物(図版

上記の他に、磁器、石鍋

それぞ、、れ出土している O

した O 磁器には、むろし血、ヲミ目茶椀、 が、

l土、

びている。

ァル
ピ

を創出されており、中には鍔1犬の突帯を削り取り、

帯下に、 7mmの両面から穿孔した7てがあり二次加工品である。

胴部より

を

に幹徴をも

-図版

. 6条の貼り

あり、焼成は

あり、

30 

.8 cmて?、 中央に最大径を有し、

に刻み目をもち、外面胴部に、ハケ日

ともに掲色を呈している。

1様式(新)の時期のもので、ある O



石器及び縄文式土器においては、第V章の田原遺跡出土の縄文時代遺物についての項に

説明する事にする。
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V 田原遺跡出土の縄文時代遺物について

四候畷市田原の東部山地にその源をもっ戎J11は、下田原の丘稜の間をぬって天の川に合

流している。花両岩を基盤とする東部山地がなだらかになり、やがて下田原の耕地がひら

ける戎川左岸、標高 144mの微高地に所在するのが田原遺跡である O

日本住宅公団の開発に先行して、昭和54年にこの地域の発掘調査が行われたのであるが、

この遺跡からは縄文時代に属する土器、石器ならびに石組の遺構が検出された O 調査では

遺跡地の全面発掘が行われたのであったが、遺物の包含地域は南北43m、東西13mの範囲

にわたっており、表土20cm床土lOcmを掘下げ、更に黒褐色砂質土20cm~50cmをとり除いた

後の赤褐色でや、粘土まじりの砂質土層30cm~60cmが包含層となっていた。

この地点は一段下の耕地が砂層入りまじりの層位であるのに比して、比較的安定した様

子をうかがうことができ、戎J11の氾濫においてもその影響を受けることが少なかったもの

と考えられる。近くに戎川の清流をひかえ東面にひらけるこの場所は、縄文時代に生きた

人々の生活の場としての立地を十分に備えているものと思われる O しかも出土遺物からこ

の遺跡は、近畿でも数少ない早期に属するもので、北河内地方の早期縄文遺跡である神宮

寺遺跡、穂谷遺跡、中期の星田旭遺跡と比較して、その立地の条件は非常に共通している

と見ることができる。

包含層よりの出土遺物l土、土器片、石器各種、磯器であり、中央部分には半円形になる

であろうと推測できる約20cm立方大の多数の石を配置した石組の遺構が検出された O この

石はすべて花商岩であり、焼けた跡は見出せない。遺物の散布状況は、南側のや、おち込

み状の部分に山形文の押型文土器(1 )、と楕円文の抑型文土器の破片がかたまっていた外

は特業する出土状態はなく、石組平面を基準に散布していた。

まず出土遺物のうち土器片についてであるが、器片は大きいもので 5cmX6cm程度の大

きさにとどまり、合計84個出土している。

山形搾型文 31麗(第11図-1.図版20-1)厚さ 5mm 焼成は中程度

出土土器片中唯一の口縁部で¥山と山との聞は13mm、口縁には 9mm毎に刻み目を入れて

いる。その 2は表面が磨粍し文様が明確に出ていないが、平行線に近いなだらかな山形

のように思われる O 焼成は弱く黄褐色、厚さ lOmm。その 3は山の文様がくずれているが、

山と山との間が38mmで、黄褐色、厚さ 8mm。

楕円押型文 61毘(第11図-6・図版20-6 )厚さ 6mm 焼成は中程度

楕円の長径 6mm、短径 2~ 3mmの小粒の楕円押型を有する土器片で、いずれも胴部のも

のと思われる。黄褐色で土器の厚さに比して比較的大きな土器であったであろうと推測

できる。小粒の楕円文は、一定方向でなく放縦に施文されており、器面全体につけられ
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たのではなかろうかと思われる O

図-5・図版20---5 )厚さ 5mm 

比較的薄手の土器片で、胴部の破片が殆どで底部に近いもの 1個。器面には貝殻による

条痕が見られ、また内側にも条痕が見られる O 底部に近い土器片には煤の附着が認めら

れる O
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過擦文 30個(図版 22) 厚さ 8mm 焼成弱

赤褐色で比較的厚手の土器で、焼成も弱く表面が磨粍してむり文様を確認することはむ

つかしいが、三、三点同種の土器片で表面の保存の良いのを観察すると、貝殻等で擦っ

て成型を行ったと思われる過擦痕がみられる。口縁部に近い土器片から、この土器は口

縁に至って急、に外反するように思われる。

その他(図版22-27)

残る土器片はごく小片であったり、磨耗がはげしかったりして、文様等の確認ができな

いものである O

土器と共に出土した石器は、大型掻器3、掻器19、石銀2、石ヒト石錐 1、剥片石器

44、小型尖頭器 I、ハンマーストーン 1となっており、ハンマーストーン及び大型掻器 l

を除き他の石器はサヌカイトから作られている。播器のうちで調整が良好と見られるもの

は7点で他は粗い調整である O 剥片石器の中には、細石器の系列に入ると思われるものが

17点程見受けられる O

田原遺跡の出土土器は一応、小粒の楕円文、山形文、貝殻条痕文、過擦文に分類するこ

とができたが、土器片には口縁部が 1点、底部にや冶近いもの 2点で¥これらから各文様

をもっ土器の器形を導き出すことができないのが残念で、ある O

田原遺跡に近いところでは、近畿で早期の一番古い時期に位置ず、けされている楕円の刺

突文で代表する神宮寺式の土器をもっ神宮寺遺跡、また穂谷式の土器形式を与えられてい

る穂谷遺跡があるが、これら遺跡との関連はどうであろうか。

遺跡の南部分のおち込み状から出土した山形文土器と楕円文土器は、土器の質、焼成の

様子から同ーのものであるとは考えられない。したがってこの山形文土器は口械に刻み目

をもち、その直下に山形を施文する土器、や〉口縁で外反し多分尖底となっている土器を

想像するのである。次に小粒の楕円文であるが、この文様をもっ土器は神宮寺@穂谷両遺

跡からは出土していない。したがって北河内をふくめ大阪府では初出のものとなった土器

である。戦前に大型の楕円文をもった土器が和歌山県田辺から出土し高山寺式と呼ばれる

ものでめるが、その後兵庫県福本遺跡や滋賀県安土遺跡からも出ており、また山陰帝釈馬

渡岩陰遺跡からも出土し標準化されている。東海地方でも小粒の楕円文の出土があり、こ

れらは帝釈馬渡遺跡と同様比較的古い時期に当るとされている。したがってこの小粒の椅

円文土器は、神宮寺につ J く縄文学期の前半に位置するものではないだろうか。

貝殻条痕文を器の内外に施文した土器は穂谷にわいても見られ、滋賀県石山貝塚の石山

式との関連で対比されよう O ゆるやかな山形文は穂谷との関連とみてよく、過擦文の土器

と共にこの貝殻条痕文の土器は楕円文の時期より下った早期後半に属するものと考えたい。

さて、こ、で一つ気になることは、出土石器中の小型尖頭器と剥片石器中の17点の細石
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器と考えられる石器のことである。尖頭器は長さ 35mm、幅12mm、たではぎで刃部両側とも

細かく調整を加えたものである。また剥片は15mm~3伽1mのもので、それぞれ二次加工を施

した痕跡を残している O これらの石器はこの田原遺跡で早期前半の山形文+惰円文の時期

に使用されたものか、或はそれ以前に細石器の使用がなされていたものなのか、今後の課

題としたいことがらの一つでもある。
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W まとめ

第 1次発掘調査の、第 l地点~第 4地点においては、縄文時代竿期の押型文土器、石器

が戎川左岸において検出され、中世の時期では、掘立柱建物跡、近世の時期では水田耕作

時の排水跡、縄文時代から始まり、室町~江戸時代に至る各遺構が検出されたことは、田

原地区の歴史の空白を埋める資料として貴重なものである。

第 1次発掘調査で検出した遺構及び出土地の全面発掘調査と戎川改修予定地及び市道辰

己谷線の移転地を中心に第 2次発掘調査を実施した。

各章において説明しているが、各時期の遺構が予想外に保存状態が良好であっ t::.o

第2次発掘調査で発見された遺構は、縄文時代早期の落ち込み状遺構 2基・中世の落ち

込み状遺構・掘立柱建物跡・土壌状遺構・ j毒状遺構が確認され各遺構内から豊富な各種遺

物が出土した O とりわけ日本住宅公団田原団地建設予定地内には、あまり遺跡の存夜が知

られて jヨらず、団地建設予定地外の田原地区については、南北朝時代の田原城祉がこれま

でよく知られてきたが、国道 163号線の南側一帯に田原域社と同 A 時期の遺構が検出し得

たことは、予想外のことであり、当時の清滝街道沿いの集落のあり方については、今回の

調査において東側斜面山裾の扇状地に比較的まとまりをもった集落跡が発見することがで

きた O

今回検出した中世の土墳状遺構内から出土した75枚にのぼる土師質小皿が一括で出土し、

又、落ち込み状遺構は地表下約3.6mの深さまで調査を行ない今日まで撹乱されることなく

15層の堆積土層が観察することができた O 又、出土した瓦器椀については高槻市教育委員会

発行の上牧遺跡発掘調査報告書の中で瓦器椀の地域色と分布において、楠葉型の瓦器椀と

する分布範囲については少し検討する必要が生じてきた O

戎川の左岸に検出した縄文時代早期の押型文土器に伴なう落ち込み状遺構、及び落ち込

み状遺構を取り囲む花闘岩の石列が検出したことは、交野市神宮寺遺跡、枚方市穂谷遺跡

だけでなく近畿地方の縄文時代早期の文化を研究する上で、重要な資料である。

又、弥生式土器が縄文時代早期出土の上層より 1点出土している O 現在ではこの弥生式

土器の位置づけが非常に困難であるが、戎川の改修予定地の調査において、地表下約 3m

前後の白褐色砂層の下面にシルト層が検出している。しかしこのシルト層からは全く、花

粉及びイネ科等の資料が含まれておらないが、この低地の全面発掘調査において今後弥生

時代前期の水田遺構が検出する事も考えられる。

弥生時代前期の竪穴式住居祉についても今回の調査地の西側山裾及び戎)11の右岸丘陵上

は、弥生時代の生活しやすい立地条件であると思われる。

ここで今回の調査によって得られた成果を本概要報告書にしめくくることにしたい O
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田原遺跡に初めて人類が住みついた年代についての問題であるが、下回原的O番地の赤褐

色粘質土層から出土した石器の中に細石器及び小型尖頭器と忠われる資料が含まれている

ことからみて、旧石器時代に人類が住みついた可能性が出てきている。又同一場所に縄文

時代早期の山形文、楕円文の押形文土器、貝殻条痕文、過擦文を施した土器が出土してお

り、旧石器から縄文早期にかけての人類がこの田原の里に長期間住みついたことは今回の

調査で明らかである。

次に弥生時代についてであるが、北河内の弥生遺跡の出現が寝屋川市太泰遺跡において、

弥生時代中期に始めて出現しているが、これより一時期早い前期において天の川水系の田

原において住みついている。

又、古墳時代については、戎川周辺の調査においても古墳時代後期(6世紀初頭)の須

恵器片が出土している。この生駒山系の東側丘陵において横穴式石室を確認していること

から今後古墳時代の後期の調査において、古墳群が生駒西麓とのあり方に少なからず重要

な問題を提起する契機となることは必至で、あると思われる。

次に F田原 746番地に検出した落ち込み状遺構から出土した瓦器椀の編年からみて、 12

世紀の中期~後期につくられ、 13世紀には完全に堆積していることが断面観察においても

明らかである O 又、上層の落ち込み及びPitは貼り付け高台を全くっけない終末期の瓦器椀

が出土しており、 14世紀代とみることができる。

この落ち込み状遺構を切り合って建てられたと考えられる掘立柱建物跡及び土嬢状遺構

は終末期の瓦器椀を全町く共伴しないことから、 15世紀に推定している。

最後に戎)11の両岸周辺の水田地のトレンチ調査においては、地表下約 2m~ 3m掘り下

げて調査を実施したが、床土下は砂及び粘土の堆積であって調査は非常に難行したが約50

ヶ所近くのトレンチを設定することができた。

出土遺物は各トレンチから 10数点の土器片がそれぞれ出土しているが、すべての土器片

については、ローリングを受けており、戎川の氾濫によるローリングであると考えられる。

出土した遺物は、土師質小皿が多く、又、天目茶椀、陶磁器の出土があることから、 14世紀

~15世紀に、又、 17世紀頃にも氾濫を受けていると思われる。
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